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持
続
可
能
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、

人
の
行
動
を
科
学
し
、
行
動
変
容
を
伴
う

環
境
教
育
の
重
要
性
が
増
し
て
き
て
い
ま
す
。

教
育
と
は
、
学
び
手
が
自
身
の
知
識
や
ス
キ
ル
、

思
考
力
、
価
値
観
を
育
む
こ
と
で
、

新
た
な
行
動
を
獲
得
し
、
従
来
の
行
動
を
変
え
る

き
っ
か
け
を
つ
く
る
こ
と
。

行
動
変
容

行
動
変
容
を
伴
う

を
伴
う  

環
境
教
育
を
目
指
し
て

環
境
教
育
を
目
指
し
て
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で
は
、
ど
の
よ
う
な
学
び
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
と
、

行
動
変
容
に
繋
が
り
や
す
く
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

行
動
科
学
や
認
知
心
理
学
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
知
見
か
ら
、

環
境
教
育
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
高
め
る
た
め
の

ヒ
ン
ト
を
探
り
ま
す
。



行動変容を伴う環境教育を目指して　　  

行動促進策行動促進策の の 
設計設計のの概論概論

但野 紅美子 （ただの くみこ）
( 株 ) 三菱総合研究所 先進技術センター 
主任研究員。環境分野やヘルスケア分野
などのさまざまな領域において行動科学・
行動経済学的な知見を活用し、人々の
行動変容の促進をサポートすることで社
会課題解決を目指している。

出所： 三菱総合研究所作成

行動促進策が適用されている 
環境配慮分野の行動課題

図 1

写真 1

環
境
に
配
慮
し
た
行
動
を
促
す
施
策
は
、

世
界
中
で
数
多
く
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
（
図

1
）。
日
本
で
も
、
節
電
、
節
水
、
印
刷
紙

の
節
約
、
食
品
廃
棄
削
減
、
ゴ
ミ
の
分
別
・

減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
、
多
岐
に
亘
る
行

動
促
進
策
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
学
校
で
学

生
自
身
が
ゴ
ミ
の
分
別
を
し
た
く
な
る
よ
う

な
仕
掛
け
を
設
計
す
る
な
ど
の
主
体
的
・
創

造
的
な
試
み
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
正
し
く

分
別
回
収
が
で
き
な
い
と
火
災
の
危
険
性
の

あ
る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
蓄
電
池
の
リ
サ
イ
ク
ル

な
ど
、
対
処
方
法
が
複
雑
で
困
難
な
行
動
を

促
す
ナ
ッ
ジ
を
考
案
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
（
写
真
1
）。
制
度
設
計

や
技
術
開
発
で
は
対
応
が
困
難
な
部
分
を
人

の
行
動
変
容
で
補
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
社

会
課
題
解
決
に
必
要
な
コ
ス
ト
の
低
減
が
期

待
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
効
果
的
な
行
動
促
進
策
の
設
計

は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
実
践

で
役
立
つ
行
動
促
進
策
を
設
計
す
る
際
の
ポ

イ
ン
ト
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

社
会
課
題
解
決
の
た
め
に
は
、
社
会
制
度

改
革
や
企
業
の
事
業
改
革
と
と
も
に
、
人
々

の
行
動
変
容
が
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
い
ま

す
。
近
年
、
行
動
変
容
手
法
の
１
つ
で
あ
る

「
ナ
ッ
ジ
」
が
各
所
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
機

会
が
増
え
て
い
ま
す
。
世
界
で
は
ナ
ッ
ジ
の
取

り
組
み
を
進
め
る
ナ
ッ
ジ
ユ
ニ
ッ
ト
と
い
う
組

織
が
２
０
０
以
上
存
在
し
、
日
本
で
も
環
境

省
や
自
治
体
な
ど
で
取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。　

ナ
ッ
ジ
は
、
人
の
行
動
特
性
を
基
に
設
計

し
た
働
き
か
け
に
よ
り
、
自
身
や
社
会
に
と
っ

て
よ
り
良
い
行
動
を
自
発
的
に
選
択
し
て
も

ら
お
う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。
こ
れ
は
、
人

は
合
理
的
に
行
動
選
択
を
す
る
と
は
限
ら
ず
、

与
え
ら
れ
た
情
報
や
状
況
か
ら
影
響
を
受
け

て
行
動
選
択
を
す
る
存
在
で
あ
る
と
し
た「
行

動
経
済
学
」の
考
え
に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
ナ
ッ

ジ
は
経
済
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
や
法
規
制
と
比

べ
る
と
作
用
は
弱
い
も
の
の
、
低
コ
ス
ト
か
つ

強
制
せ
ず
に
行
動
変
容
を
促
せ
る
の
が
利
点

で
す
。 生

活
者
の
行
動
変
容
が
よ
り
重
要
に

リチウムイオン蓄電池のリサイクルを促すナッジを考案する
ワークショップの様子
出所： NEDO Challenge, Li-ion Battery 2025,
(https://www.facebook.com/profile.
php?id=61558352966243)
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人
の
行
動
特
性
に
よ
る

行
動
で
き
な
い
要
因
を
分
析

行
動
促
進
策
の
設
計
の
た
め
に
は
、
現
状

な
ぜ
行
動
で
き
て
い
な
い
か
を
明
ら
か
に
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
要
因
を
分
析
し
や

す
く
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
は
、
図
2
に
示

す
よ
う
に
、
人
が
行
動
し
な
い
原
因
を
、

 １）

行
動
の
必
要
性
を
感
じ
な
い
、
 ２）
行
動
の
必

要
性
は
わ
か
っ
て
い
る
が
行
動
で
き
な
い
、
 ３）

行
動
を
継
続
で
き
な
い
、
の
３
つ
の
行
動
障

害
カ
テ
ゴ
リ
に
大
き
く
分
類
し
、
各
カ
テ
ゴ

リ
に
ど
の
よ
う
な
行
動
特
性
が
作
用
し
う
る

か
を
整
理
し
ま
し
た
。
行
動
特
性
に
は
、
現

在
の
状
態
を
変
え
た
方
が
良
い
場
合
で
も
現

状
維
持
を
好
む
「
現
状
維
持
バ
イ
ア
ス
」
や
、

多
く
の
人
が
行
動
を
し
て
い
な
い
と
感
じ
る

と
自
分
も
行
動
す
る
必
要
が
な
い
と
思
い
こ

ん
で
し
ま
う
「
社
会
的
証
明
」、
過
去
に
費
や

し
た
費
用
や
労
力
に
こ
だ
わ
っ
て
不
適
切
な

意
思
決
定
を
し
て
し
ま
う
「
サ
ン
ク
コ
ス
ト
の

誤
謬
」、
多
す
ぎ
る
情
報
量
に
圧
倒
さ
れ
て
望

ま
し
い
行
動
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
「
情

報
過
剰
負
荷
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

図 2 行動できない要因の分析

多
く
の
人
に
あ
ま
ね
く
作
用
す
る
行
動
特

性
に
基
づ
い
て
、
対
象
者
の
生
活
環
境
や
心

理
を
深
く
洞
察
す
る
こ
と
は
、
効
果
的
な
行

動
促
進
策
を
設
計
す
る
た
め
の
重
要
な
プ
ロ

セ
ス
と
な
り
ま
す
。

行
動
促
進
策
の
設
計
の
ポ
イ
ン
ト

行
動
を
促
す
た
め
に
ど
の
よ
う
な
情
報
を

ど
う
い
っ
た
表
現
や
タ
イ
ミ
ン
グ
で
提
供
す
れ

ば
よ
い
か
を
具
体
化
す
る
た
め
、
次
の
図
3

に
示
し
た
２
つ
の
着
想
で
、
行
動
促
進
策
を

設
計
し
ま
す
。

① 

行
動
を
妨
げ
て
い
る
行
動
特
性
の

悪
影
響
を
弱
め
る

② 

行
動
を
促
す
方
向
に

行
動
特
性
を
利
用
す
る

①
は
、
行
動
特
性
に
応
じ
て
様
々
な
緩
和

方
法
が
あ
り
ま
す
。
一
例
と
し
て
、
行
動
す
る

こ
と
で
得
ら
れ
る
具
体
的
な
利
得
を
客
観
的

情
報
（
例
え
ば
金
額
な
ど
）
で
理
解
さ
せ
る
こ

と
で
、「
現
状
維
持
バ
イ
ア
ス
」
を
抑
制
で
き

ま
す
。
ま
た
、
不
適
切
な
行
動
を
と
っ
て
い

る
人
々
は
実
は
少
数
派
だ
と
伝
え
る
こ
と
に

よ
り
、「
社
会
的
証
明
」
に
よ
る
不
適
切
な

出所： 三菱総合研究所作成
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同
じ
情
報
で
も
表
現
の
仕
方
に
よ
っ
て

相
手
の
判
断
に
与
え
る
影
響
は
異
な
り
ま

す
。
一
般
的
に
表
現
形
式
と
し
て
、
行
動

し
な
い
こ
と
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
強
調
し
た
損

失
強
調
型
と
、
行
動
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ

ト
を
強
調
し
た
利
得
強
調
型
が
あ
り
、
前

者
よ
り
も
後
者
の
行
動
促
進
効
果
が
大
き

く
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
一
方
、
損
失

強
調
型
は
繰
り
返
し
使
う
と
効
果
が
大
き

く
減
衰
す
る
た
め
、
一
度
の
行
動
を
促
せ

ば
よ
い
図
1

－（
１
）
の
よ
う
な
行
動
課

題
で
の
活
用
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

1 

行
動
を
促
す
情
報
の
表
現

3 

小
さ
な
一
歩
を

自
ら
踏
み
出
し
て
も
ら
う
工
夫

4 

行
動
に
対
す
る
適
切
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

5 

自
ら
行
動
し
た
く
な
る
仕
組
み

2 

個
人
／
セ
グ
メ
ン
ト
別
の
差
異

同
じ
行
動
促
進
策
に
対
し
て

も
、
人
に
よ
っ
て
反
応
が
異
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
性
別
や
年
代
、

行
動
で
き
な
い
要
因
の
違
い
な
ど

を
理
解
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
適
し

た
行
動
促
進
策
を
設
計
す
る
こ
と

で
、
効
果
を
高
め
ら
れ
ま
す
。

行
動
の
継
続
が
必
要
な
図

1

－（
２
）
の
よ
う
な
行
動

課
題
で
は
、
い
か
に
自
己
効

用
感
を
持
続
す
る
仕
組
み
を

組
み
込
む
か
が
重
要
な
設
計

要
素
と
な
り
ま
す
。
本
人
が

行
動
の
効
果
を
迅
速
に
確
認

で
き
る
よ
う
な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

遊
び
心
を
く
す
ぐ
り
、「
つ
い
行
動
し
た

く
な
る
」
よ
う
促
す
仕
掛
け
も
有
効
で
す
。

た
と
え
ば
、
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
防
止
の
た
め

に
は
、
た
ば
こ
の
吸
殻
を
使
っ
て
フ
ァ
ン
投

票
が
で
き
る
ゴ
ミ
箱
を
用
意
す
る
、
ゴ
ミ
箱

に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
ゴ
ー
ル
を
設
置
し

て
投
げ
入
れ
た
く
な
る
よ
う
に
す
る
、
と

い
っ
た
例
が
あ
り
ま
す
。

本
稿
で
は
、
人
の
行
動
特
性
を
踏
ま
え
た

効
果
的
な
行
動
促
進
策
の
設
計
の
要
点
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
今
後
、
行
動
変
容
を

伴
う
環
境
教
育
の
実
効
的
イ
ン
パ
ク
ト
を
さ
ら

に
高
め
て
い
く
た
め
の
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で

す
。

人
は
自
分
の
過
去
の
行
動
と
一
貫
し

た
行
動
を
と
り
た
が
る
習
性
が
あ
り
ま

す
。
行
動
に
つ
な
が
る
些
細
な
行
為
を
自

分
の
意
志
で
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
行

動
が
促
さ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
ホ
テ
ル
の

チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
時
に
、
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
用
紙

に
滞
在
中
は
環
境
配
慮
行
動
を
と
る
な
ど

の
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
る
欄
を
設
け
た
結
果
、

タ
オ
ル
の
再
利
用
率
が
上
が
っ
た
な
ど
の
例

が
あ
り
ま
す
。

ク
指
標
を
提
示
す
る
と
良
い

で
し
ょ
う
。
節
電
・
節
水
の

た
め
に
電
力
・
水
道
使
用
量

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
よ
り
、

従
前
と
比
較
し
て
２
割
以
上

使
用
量
を
抑
制
し
た
例
も
あ

り
ま
す
。

行動促進策の設計のポイント図 3

行動変容を伴う環境教育を目指して　　  

行
動
が
抑
制
さ
れ
ま
す
。

②
は
、
次
の
1
～
5
の
よ
う
な
ポ
イ
ン
ト

を
考
慮
す
る
と
、
効
果
的
な
行
動
促
進
策
を

設
計
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ナッジ・行動経済学を活用した行動促進策の設計法
～暮らしの中での行動変容による社会課題解決～
QR コードより、より詳しい、実践で役に立つ施策の
設計ポイントをお読みいただけます。
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行動変化行動変化にこだわった にこだわった 
アウトドア研修アウトドア研修

研修転移研修転移を目指して！を目指して！

小野 彰太（おの しょうた）
国際自然環境アウトドア専門学校（通称：アイナッ
ク）アウトドアガイド学科学科長、研修事業チー
ム主任。兵庫県出身の平成元年生まれ。同校卒
業生。前職は（株）モンベル。2015 年より母
校で勤務。座右の銘は「浅き川も深く渡れ」。
趣味は、山菜とり、魚突き、きのこ狩りの neo
縄文人。

ア
ウ
ト
ド
ア
専
門
学
校
っ
て
何
？！

私
が
教
員
を
し
て
い
る
国
際
自
然
環
境
ア

ウ
ト
ド
ア
専
門
学
校
（
新
潟
県
妙
高
市
）
は
、

ア
ウ
ト
ド
ア
分
野
に
特
化
し
た
非
常
に
ユ
ニ
ー

ク
な
高
等
教
育
機
関
で
す
。
学
校
は
、
こ
れ

ぞ
米
ど
こ
ろ
と
い
っ
た
里
山
田
園
風
景
の
中

に
立
地
し
て
お
り
、
2
0
0
4
年
の
開
校
以

来
、
20
年
に
わ
た
り
「
人
と
自
然
を
つ
な
ぐ
」

専
門
人
材
の
育
成
、
輩
出
を
し
て
き
ま
し
た
。

年
間
授
業
時
間
の
60
％
以
上
が
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
、
と
い
う
体
験
を
重
視
し
た
学
校
で

す
。
卒
業
生
は
野
外
教
育
者
、
登
山
ガ
イ
ド
、

ア
ウ
ト
ド
ア
ガ
イ
ド
、
環
境
調
査
員
、
林
業
、

農
業
従
事
者
と
様
々
で
全
国
各
地
で
活
躍
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
2
0
2
3
年
度
か
ら
は
野
外
研
修

を
専
門
に
担
当
す
る
独
立
し
た
研
修
事
業
部

門
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。「
自
然
の
恵
み
を

す
べ
て
の
人
に
」
を
学
校
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て

掲
げ
る
当
校
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
で
い
う

と
こ
ろ
の
「
だ
れ
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
を
自

然
体
験
や
ア
ウ
ト
ド
ア
の
分
野
で
実
現
す
る

こ
と
が
目
標
と
な
り
ま
す
。
こ
の
目
標
を
達

成
す
る
に
は
、
普
段
自
然
か
ら
離
れ
た
、
例

え
ば
主
に
都
市
部
で
生
活
を
し
て
い
る
人
々

に
も
、
自
然
の
恵
み
を
多
様
な
カ
タ
チ
で
提

供
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
た
為
で
す
。
こ

れ
ま
で
、
研
修
事
業
で
は
他
校
の
専
門
学
校

生
や
大
学
生
、
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
、

延
べ
4,
5
8
2
名
（
11
月
1
日
時
点
）
に
、

野
外
研
修
サ
ー
ビ
ス
を
届
け
て
き
ま
し
た
。

今
回
は
そ
の
実
践
の
中
か
ら
、「
行
動
変
化

に
こ
だ
わ
っ
た
ア
ウ
ト
ド
ア
研
修
」
の
事
例
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

研
修
の
「
こ
だ
わ
り
」

て
ん
こ
盛
り

こ
の
研
修
は
、
企
業
の
経
営
や
現
場
に
イ

ン
パ
ク
ト
を
も
た
ら
す
企
業
研
修
を
実
現
す

る
た
め
、
研
修
転
移
研
究
の
知
見
を
参
考
に

設
計
し
ま
し
た
。
研
修
転
移
と
は
、「
研
修

で
学
ん
だ
こ
と
が
、
仕
事
の
現
場
で
一
般
化
さ

れ
役
立
て
ら
れ
、
か
つ
そ
の
効
果
が
持
続
さ
れ

る
こ
と
」（
※
1
）
を
指
し
ま
す
。
当
校
で
そ

こ
ま
で
目
指
し
た
理
由
は
、
教
育
機
関
と
し

て
企
業
に
と
っ
て
本
質
的
価
値
の
あ
る
研
修

を
届
け
た
い
と
考
え
た
為
で
す
。

　行動変容を伴う環境教育を目指して

※ 1 中原・島村・鈴木・関根、研修転移の理論と実践 [ 研修開発入門 ]
ダイヤモンド社、2018 年
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内
に
あ
る
校
舎
施
設
と
、
同
敷
地
内
の
キ
ャ

ン
プ
場
に Snow

Peak

製
の
シ
ェ
ル
タ
ー
と

タ
ー
プ
を
設
営
す
る
こ
と
に
よ
り
創
出
し
た

「
半
ア
ウ
ト
ド
ア
環
境
」
で
す
。
半
ア
ウ
ト

ド
ア
環
境
と
は
、
室
内
ほ
ど
安
心
・
安
全
・

便
利
・
快
適
で
は
な
い一
方
、
い
わ
ゆ
る
都
市

的
な
イ
ン
フ
ラ
か
ら
遠
く
離
れ
た
自
然
の
中
ほ

ど
、
不
安
・
危
険
・
不
便
・
不
快
で
は
な
い

環
境
を
表
す
当
校
の
造
語
で
す
。
こ
の
環
境

設
計
の
ね
ら
い
は
2
点
あ
り
ま
す
。
①
誰
で

も
自
然
環
境
の
メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る
よ

う
に
す
る
（
心
理
的
、
身
体
的
負
荷
へ
の
個
別

対
応
）、
②
研
修
転
移
に
お
け
る
近
転
移
を
促

進
さ
せ
る
た
め
で
す
。

近
転
移
と
は
、
研
修
で
学
習
し
た
内
容
と

活
用
で
の
状
況
が
似
て
い
る
方
が
、
学
習
効

果
が
日
常
に
転
移
し
や
す
く
な
る
こ
と
を
言

い
ま
す
。
当
校
で
は
、
非
日
常
で
あ
り
な
が

ら
も
、
学
習
内
容
と
学
び
の
実
践
機
会
の
類

似
度
を
保
つ
た
め
、
自
然
自
体
か
ら
の
学
び

の
効
果
を
抑
え
つ
つ
、
指
導
者
の
力
に
よ
る

効
果
の
貢
献
度
を
高
め
る
研
修
に
挑
戦
し
て

い
ま
す
。
今
回
の
研
修
設
計
の
こ
だ
わ
り
は
、

そ
の
想
い
が
あ
っ
て
こ
そ
で
し
た
。

研
修
の
概
要
は
、
2
0
2
4
年
9
月
30
日

に
当
校
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
実
施
し
た
も
の
で
、

当
校
も
一
員
で
あ
る
N
S
G
グ
ル
ー
プ
の
株
式

会
社
N
S
G
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
新
潟
市
）
の

新
卒
内
定
者
22
名
に
向
け
、
5.5
時
間
で
提
供

し
た
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

今
年
で
2
年
連
続
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

研
修
に
あ
た
っ
て
、
同
社
の
人
事
採
用
担

当
者
か
ら
は
、
①
内
定
者
同
士
の
信
頼
感
や

連
帯
感
の
醸
成
、
②
積
極
的
、
主
体
的
に
助

け
合
え
る
関
係
構
築
、
③
チ
ー
ム
で
の
課
題

解
決
を
通
し
た
達
成
感
の
獲
得
、　

と
い
う
３

つ
の
オ
ー
ダ
ー
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
野
外
活
動
を
主
体
と
し

た
直
接
的
な
共
同
体
験
と
、
自
然
に
よ
る

様
々
な
不
便
が
も
た
ら
す
メ
リ
ッ
ト
「
不
便

だ
か
ら
こ
そ
人
と
人
の
関
わ
り
代
（
プ
ロ
セ

ス
）
が
増
え
る
仕
組
み
」
を
、
ベ
ー
ス
に
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
研
修
環
境
は
、
同
校
の
キ
ャ
ン
パ
ス

脱
！ 

や
り
っ
ぱ
な
し
研
修

研
修
設
計
と
合
わ
せ
て
、
私
た
ち
が
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
を
試
み
た
の
が
研
修
評
価
で
す
。

研
修
思
想
・
哲
学
に
合
わ
せ
、
今
回
は
受
講

者
の
「
行
動
」
も
評
価
項
目
に
含
む
ド
ナ
ル

ド
・
カ
ー
ク
パ
ト
リ
ッ
ク
の
提
唱
す
る
「
4
レ

ベ
ル
評
価
モ
デ
ル
」
を
採
用
し
、
実
施
し
ま

し
た
（「
4
レ
ベ
ル
評
価
モ
デ
ル
」
に
つ
い
て
は

割
愛
し
ま
す
）。
研
修
評
価
研
究
で
は
、
研
修

評
価
を
行
う
こ
と
で
、
①
研
修
を
よ
り
良
く

す
る
こ
と
が
で
き
る
、
②
研
修
効
果
の
見
え

る
化
、
③
（
学
習
者
へ
）
研
修
で
学
ん
だ
こ
と

の
リ
マ
イ
ン
ド
、
が
期
待
で
き
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。特
に
今
回
は
、こ
の
②
と
③
の
メ
リ
ッ

ト
を
活
用
し
、
研
修
後
に
受
講
者
に
対
し
て
、

研
修
レ
ポ
ー
ト
を
共
有
す
る
こ
と
を
通
し
て

学
び
の
言
語
化
と
一
般
化
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま

し
た
。
ま
た
、
日
常
で
の
実
践
行
動
を
促
す

リ
マ
イ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
2
回
（
研
修
10
日

後
と
研
修
1
ヶ
月
後
）
実
施
し
、
1
ヶ
月
後
に

は
「
事
後
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
通
し
て
受
講
者

の
行
動
の
評
価
と
、
行
動
変
化
に
つ
い
て
受

講
者
が
内
省
す
る
機
会
を
設
け
ま
し
た
。



　行動変容を伴う環境教育を目指して

10 冬号 2024

参
加
者
の
91
％
が

研
修
の
学
び
を
実
践

以
上
の
よ
う
に
、
行
動
変
化
に
こ
だ
わ
っ

て
研
修
を
実
施
し
て
み
た
結
果
、
受
講
者
の

91
％
が
研
修
後
の
日
常
環
境
で
「
研
修
の
学

び
を
活
用
し
た
」
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま

し
た
（
図
1
）。

先
行
研
究
を
ま
と
め
た
事
例
で
は
、「
研
修

で
学
ん
だ
内
容
の
10
％
～
20
％
位
し
か
職
場

で
は
実
践
さ
れ
な
い
」
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。こ
の
一
般
的
な
数
値
と
比
較
す
る
と
、

今
回
の
研
修
（
91
％
）
は
4.6
～
9.1
倍
の
効
果

が
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

変
化
が
激
し
く
、
不
確
実
な
V
U
C
A

環
境
で
あ
る
ア
ウ
ト
ド
ア
で
の
リ
ア
ル
な
学
び

は
、
同
じ
く
、
変
化
が
激
し
く
、
不
確
実
な

V
U
C
A
時
代
と
言
わ
れ
る
今
の
社
会
で
こ

そ
、
日
常
で
の
転
移
（
近
転
移
）
が
期
待
で
き

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
一
方
で
日
々
の
教
育
実

践
を
通
し
て
、
学
び
か
ら
行
動
変
化
に
至
る

ま
で
の
過
程
に
、
大
き
な
溝
が
あ
る
こ
と
も

実
感
し
て
い
ま
す
。
学
習
者
が
こ
の
溝
を
越

え
る
た
め
に
、
指
導
者
が
出
来
る
こ
と
は
ま

だ
ま
だ
あ
る
は
ず
で
す
。
今
後
ど
の
よ
う
に

す
れ
ば
、
よ
り
研
修
転
移
を
高
め
ら
れ
る
か
、

学
生
、
教
員
共
に
探
究
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

本研修の昨年実績の詳細および参考文献情報は、
QR コードからご覧ください。

研修前 研修中 研修後

受講者

事前アンケート
・学習テーマのマインドセット
・学習者理解（MBTI 診断、チ 

ーム観、リーダー観について
の定量、定性評価）

参加者へのケア
・参加者の心理的、身体的、性格特性に

基づく学習の阻害要因をコントロールし
参加者の主体性と自己肯定感を高める

ふりかえりアンケート＆
研修直後アンケート実施
・各アンケートで内省 
（リフレクション）促進

事後アンケート実施
・アンケートで内省の促進とフィードバッ

クを支援

研修

人事部へのヒアリング
・研修の前後内容の確認
・課題感の確認
・研修目的の確認
・これらを踏まえた研修設計と

提案

研修目的
・チームワーキング３つの視点「チーム視

点」「全員リーダー視点」「動的視点」
の獲得

研修仕様
・五感を活用した経験学習型＆双方向対

話型

研修環境
・非日常でありながらも学習内容と実践機

会の類似度が高い環境（半アウトドア
環境）

研修レポートの共有
・研修効果の可視化と学習、研修転移の

促進（学びの言語化と一般化）

行動変化のリマインド
・10 日後〜リマインドメール 1 回目実施
・1 ヶ月後〜リマインドメール 2 回目実施

表 1 本研修の研修転移促進策

そ
の
他
、「
研
修
前
」「
研
修
中
」「
研
修
後
」

の
プ
ロ
セ
ス
全
て
で
、
学
習
者
の
研
修
転
移

を
促
進
す
る
関
わ
り
を
行
い
ま
し
た
（
表
1
）。

【活用して、良い結果が出た方の声】
●どんな結果が出たのか？
・チームとしてメンバーの意見や視点が追加され、 

より良いアイデアが生まれた。
・メンバーのキャパシティに合わせて、タスクの量を調節し、 

プロジェクトがスムーズに進められている。
・全体を俯瞰的に見て、自分がやるべき仕事（他の人がやっ

ていないこと）を考えて行動したことで、アルバイト店の回
転率を向上させることができた。

【活用しなかった方の声】
●活用しなかった理由は？
・チームで活動する機会が無かった。
●どんな支援があれば、活用できたか？
・実践の機会の提供

91% が
「活用した」

2024 年 11 月 1 日〜 11 月 13 日で実施した 
事後アンケートより集計（n=22）

活用し、活用し、
良い結果が出た良い結果が出た

55%55%

活用し、まだ活用し、まだ
結果が出ていない結果が出ていない

36%36%

研修 1 ヶ月後の「事後アンケート」の結果
図 1

研修で学んだことを、 
日常生活で活用しましたか？
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学
習
科
学
と
人
の
賢
さ

学
習
科
学
と
は
、
学
習
を
「
人
が
賢
く
な

る
プ
ロ
セ
ス
」
と
捉
え
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
詳

し
く
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
実
際

に
人
が
賢
く
な
れ
る
か
を
学
校
現
場
な
ど
で

検
証
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
学
問
分
野
で
す
。

で
は
、
人
が
賢
く
な
る
と
は
ど
う
い
う
こ

と
な
の
で
し
ょ
う
か
？ 

例
え
ば
、
学
習
科
学

の
源
と
な
っ
た
「
認
知
科
学
」
の
創
始
者
の
一

人
、
ド
ナ
ル
ド
・
A
・
ノ
ー
マ
ン
は
「
よ
り
良

ど
う
す
れ
ば
こ
の
現
状
を
変
え
ら
れ
る
の

か
？ 

こ
れ
ま
で
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
技
術
か
政

治
で
何
と
か
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
っ
た
。
し

か
し
、
ど
ち
ら
も
目
先
し
か
考
え
ら
れ
な
い

人
の
行
動
に
苦
し
ん
で
き
た
。
環
境
問
題
を

解
決
で
き
る
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
技
術
は
、
そ

の
長
期
的
な
メ
リ
ッ
ト
よ
り
も
短
期
的
な
コ

ス
ト
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
の
面
で
避
け
ら
れ

る
。
長
期
的
な
環
境
問
題
を
力
説
し
短
期
的

な
景
気
推
進
策
を
提
供
し
な
い
政
治
家
は
、

後
者
を
力
説
す
る
政
治
家
に
選
挙
で
負
け
て

し
ま
う
。
技
術
も
政
治
も
人
の
心
理
の
た
め

に
な
か
な
か
成
功
し
な
い
。

白水 始 （しろうず はじめ）
2016 年度より東京大学にて、協調学習に基づ
く授業づくりを全国の先生方と共に行う CoREF
のユニット・リーダーを務める。2020 年度より
国立教育政策研究所。現在、一般社団法人教
育環境デザイン研究所理事／東京大学生産技術
研究所リサーチフェロー兼任。今後の教育のた
めの授業法、評価、教師支援、ICT・データ活
用を一体的に研究する。

学習科学学習科学をもとにした をもとにした 
「「未来を創る力未来を創る力」」を育てる教育を育てる教育

い
世
界
の
た
め
の
デ
ザ
イ
ン
」
と
い
う
本
の
中

で
、
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
ま
す
。

人
は
長
期
的
な
も
の
ご
と
を
理
解
す
る
の

が
と
て
も
下
手
だ
。
起
き
た
災
害
に
対
応
す

る
こ
と
に
は
長
け
て
い
る
が
、
そ
れ
を
未
然
に

防
ぐ
こ
と
に
は
長
け
て
い
な
い
。
目
先
し
か
考

え
ら
れ
な
い
。
そ
れ
が
、
私
た
ち
の
直
面
す
る

根
本
問
題
だ
。

つ
ま
り
、
人
は
目
先
の
こ
と
に
対
応
す
る

柔
軟
性
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
け
れ
ど
、
ゆ
っ

く
り
と
変
化
し
て
い
く
か
ら
こ
そ
「
気
づ
か
な

い
う
ち
に
大
き
な
災
い
を
も
た
ら
し
う
る
出

来
事
」
を
理
解
し
予
測
す
る
の
が
難
し
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
環
境
問
題
は
そ
の
典
型
で
し
ょ

う
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、「
地
球
の
こ
ど
も
」

が
こ
の
よ
う
な
賢
さ
を
持
て
る
よ
う
に
な
る
こ

と
が
学
習
科
学
の
使
命
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が

未
来
を
創
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
で
し
ょ

う
。そ

の
た
め
に
何
が
必
要
か
？ 

ノ
ー
マ
ン
は
次

の
よ
う
に
続
け
ま
す
。
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代
わ
り
に
私
は
社
会
の
『
デ
ザ
イ
ン
』
に

フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
私
た
ち
が

目
に
す
る
ほ
と
ん
ど
は
人
工
的
な
も
の
、
デ

ザ
イ
ン
さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
だ
。
行
動
や
信

念
、
文
化
的
価
値
観
す
ら
人
工
的
だ
。
人
は

長
い
間
、
こ
う
し
た
信
念
や
価
値
観
に
導
か

れ
て
き
た
た
め
、
そ
れ
が
『
自
然
で
適
切
で

変
え
ら
れ
な
い
も
の
だ
』と
思
い
込
ん
で
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
は
誰
か
が
デ
ザ
イ
ン
し
た

も
の
で
し
か
な
い
。
オ
レ
ン
ジ
を
包
む
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
を
包
装
と
見
る
か
、
オ
レ
ン
ジ
の
皮
を

包
装
と
見
る
か
は
、
私
た
ち
の
意
識
の
話
だ
。

後
者
の
見
方
を
取
れ
れ
ば
皮
は
地
球
に
還
り
、

循
環
経
済
に
一
歩
近
づ
く
。

つ
ま
り
、環
境
問
題
に
「
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」

を
変
え
て
い
く
こ
と
で
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く

可
能
性
を
提
言
し
て
い
る
の
で
す
。

台
風
が
去
っ
た
あ
る
朝
、
村
人
た
ち
は
流

さ
れ
た
社
の
下
に
穴
が
あ
る
の
を
見
つ
け
る
。

若
者
が
穴
に
向
か
っ
て
「
お
ー
い
で
て
こ
ー
い
」

と
叫
ん
だ
り
、
小
石
を
落
と
し
た
り
し
て
も

何
の
反
応
も
な
い
ほ
ど
深
い
。
学
者
が
調
べ
て

も
、
穴
の
本
当
の
深
さ
も
ど
こ
に
通
じ
て
い

る
か
も
わ
か
ら
な
い
。
あ
る
利
権
屋
が
新
し
い

社
を
村
の
近
く
に
建
て
直
す
こ
と
を
条
件
に

そ
の
穴
を
手
に
入
れ
る
。
そ
し
て
、
不
要
に

な
っ
た
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
そ
の
穴
に
捨

て
さ
せ
る
商
売
を
始
め
る
。
穴
は
都
会
か
ら

運
ば
れ
て
く
る
、
人
々
が
不
要
に
な
っ
た
も
の

を
す
べ
て
飲
み
込
み
、
都
会
の
空
や
海
が
浄

化
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
空
を
目
指
し
て
、
つ
ぎ

つ
ぎ
と
ビ
ル
が
作
ら
れ
る
。
あ
る
日
、
建
築

中
の
ビ
ル
の
高
い
鉄
骨
の
上
で
作
業
員
が
一
休

み
し
て
い
る
と
、
空
か
ら
「
お
ー
い
で
て
こ
ー

い
」
と
叫
ぶ
声
が
聞
こ
え
る
。
気
の
せ
い
か
な

と
思
っ
た
と
き
に
小
石
が
彼
を
か
す
め
て
落
ち

て
い
っ
た
。
そ
れ
で
も
作
業
員
は
ま
す
ま
す
美

し
く
な
っ
て
ゆ
く
都
会
の
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
ぼ

ん
や
り
眺
め
て
い
た
の
で
、
そ
れ
に
気
づ
か
な

か
っ
た
。

未
来
を
創
る
授
業

学
習
科
学
は
、
こ
う
し
た
提
言
を
性
急
な

激
し
い
社
会
運
動
で
実
現
す
る
の
で
は
な
く
、

柔
ら
か
く
、
さ
り
げ
な
く
展
開
し
て
い
き
ま

す
。
し
か
も
個
々
の
人
が
主
体
と
な
っ
て
頭
を

使
う
形
で
、
で
す
。

例
え
ば
、
あ
る
20
歳
の
女
子
学
生
は
、
高

校
生
の
時
に
初
め
て「
知
識
構
成
型
ジ
グ
ソ
ー

法
」
と
い
う
授
業
方
法
に
出
会
い
、
自
分
が

主
体
と
な
っ
て
対
話
を
通
し
て
学
び
を
深
め

る
体
験
を
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
自
分
も
国

語
の
先
生
に
な
り
た
い
と
教
員
養
成
系
大
学

に
入
学
し
、
1
年
生
か
ら
母
校
に
戻
っ
て
恩

師
の
国
語
教
師
と
共
に
自
分
で
も「
ジ
グ
ソ
ー

法
」
の
授
業
を
創
っ
て
み
る
こ
と
に
ト
ラ
イ
し

ま
す
。そ
こ
か
ら
、星
新
一の「
お
ー
い
で
て
こ
ー

い
」
と
い
う
短
編
小
説
を
使
っ
た
授
業
を
創

り
だ
し
ま
す
。
ぜ
ひ
読
者
の
皆
様
に
も
一
読
す

る
こ
と
を
お
勧
め
し
た
い
の
で
す
が
、
話
の
筋

と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

『対話力』　著：白水 始
協調学習の理論と実践を通じて、新し
い学習指導要領でも最重要視されてい
る「対話的な学び」をいかに充実すれ
ばよいのか、「深い理解」へと導く授
業をどうやってデザインすればよいの
か、「人はいかに学ぶのか？」という
問いに迫る一冊。
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知識構成型ジグソー法知識構成型ジグソー法

授
業
で
は
高
校
生
が
短
編
を
一
読
し
て
か
ら

「
物
語
に
で
て
き
た
『
穴
』
は
何
を
意
味
し

て
い
る
の
か
」
と
い
う
メ
イ
ン
課
題
に
自
分
の

答
え
を
出
し
ま
す
。
そ
の
後
、「
穴
が
社
に
あ
っ

た
の
は
な
ぜ
か
」「
学
者
の
調
査
前
後
の
穴
の

役
割
は
ど
う
変
わ
っ
た
か
」「
空
か
ら
聞
こ
え

た
声
と
落
ち
て
き
た
石
こ
ろ
は
何
を
意
味
す

る
か
」
を
そ
れ
ぞ
れ
考
え
る
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
そ
の
後
グ
ル
ー
プ
を
組
み
替
え
て
、
メ
イ

ン
課
題
に
再
度
答
え
を
出
し
ま
す
。
そ
れ
を

グ
ル
ー
プ
間
で
共
有
吟
味
し
て
、
も
う
一
度
自

分
な
り
の
答
え
を
出
し
ま
す
。

ま
さ
に
環
境
問
題
を
先
送
り
し
て
地
球
に

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
続
け
る
私
た
ち
の
ふ
る
ま
い

の
帰
結
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
体
験
で
す
。
こ

う
し
た
教
材
が
で
き
る
と
、
そ
れ
に
触
発
さ
れ

て
今
度
は
「
物
語
を
読
み
終
わ
っ
て
『
穴
』
が

ど
う
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
見
え
て
い
る
あ
な
た

が
、
こ
の
物
語
の
中
の
『
村
』
に
い
ま
生
き
て

い
る
と
し
た
ら
ど
う
す
る
か
」
を
問
う
教
科

横
断
型
の
ジ
グ
ソ
ー
教
材
が
開
発
さ
れ
ま
す
。

こ
の
問
い
を
考
え
る
た
め
の
資
料
が
、
上
記
の

ノ
ー
マ
ン
の
考
え
だ
っ
た
り
、
人
類
の
歴
史
と

太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
関
係
だ
っ
た
り
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
つ
い
て
子
ど
も
に
教
え
る
ノ
ー
ベ
ル
物

理
学
者
の
エ
ッ
セ
イ
だ
っ
た
り
す
る
わ
け
で
す
。

未
来
を
創
る
ア
ク
シ
ョ
ン
へ

こ
ん
な
風
に
い
ろ
ん
な
人
が
関
わ
り
合
っ

て
、
世
界
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
わ
か
っ
て

く
る
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
で
よ
い
の
か
と
い
う
疑

問
を
持
ち
、
社
会
の
在
り
方
や
私
た
ち
の
意

識
を
リ
・
デ
ザ
イ
ン
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン
へ
と
向

か
う
。
こ
れ
が
学
習
科
学
の
や
り
方
で
す
。

そ
れ
を
表
す
学
習
科
学
仲
間
ジ
ェ
ー
ム
ス
・

ス
ロ
ッ
タ
の
よ
い
図
が
あ
り
ま
す
。
学
び
は
個

人
に
閉
じ
た
も
の
で
な
く
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
共

同
体
）、
さ
ら
に
地
球
へ
と
開
か
れ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
単
に
地
球
の
問

題
を
「
知
る
」
だ
け
で
な
く
、
ま
た
「
批
判
」

し
て
終
わ
り
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
わ
か
っ
て

く
る
と
、
疑
問
が
生
ま
れ
、
疑
問
が
生
ま
れ

る
と
自
分
で
何
が
や
っ
た
り
調
べ
た
く
な
っ
た

り
す
る
と
い
う
学
び
の
自
然
な
過
程
を
大
切

に
し
て
い
こ
う
と
い
う
モ
デ
ル
で
す
。
こ
う
し

た
相
互
成
長
こ
そ
、「
地
球
の
こ
ど
も
」
が
生

ま
れ
る
よ
う
な
、
賢
く
な
り
方
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

未来を創るカリキュラムデザイン

問いを設定する
STEP.STEP.
00

自分のわかっていることを 
意識化する

STEP.STEP.
11

エキスパート活動で専門家になる
STEP.STEP.
22

ジグソー活動で交換・統合する
STEP.STEP.
33

クロストークで発表し、 
表現をみつける

STEP.STEP.
44

一人に戻る
STEP.STEP.
55

Caravalho, Slotta et al.,2023
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環
境
問
題
を
意
識
す
る

き
っ
か
け
は
環
境
教
育
?!

気
候
変
動
問
題
は
年
々
深
刻
化
し
て
き
て

お
り
、
日
本
国
内
で
も
豪
雨
や
猛
暑
、
台
風

災
害
等
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
2
0
5
0
年

脱
炭
素
化
に
向
け
て
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の

取
り
組
み
が
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま

た
、
学
習
指
導
要
領
に
お
い
て
も
「
持
続
可

能
な
社
会
の
創
り
手
の
育
成
」
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

東
京
ガ
ス
都
市
生
活
研
究
所
が
行
っ
た
調

査
で
は
、
環
境
問
題
に
関
心
の
あ
る
人
は
ま

だ
6
割
程
度
、
10
代
お
よ
び
60
代
以
降
の
環

境
意
識
は
高
い
も
の
の
、
20
代
～
50
代
の
意

識
は
低
い
の
が
現
状
で
す
。
一
方
、
環
境
教
育

に
携
わ
っ
て
き
た
私
達
に
嬉
し
い
結
果
も
出
て

き
て
い
ま
す
。
10
代
の
約
４
割
が
、
環
境
問

題
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
と
し

て
「
学
校
で
の
環
境
に
関
す
る
授
業
」
を
あ

げ
て
い
る
の
で
す
。
や
は
り
学
校
で
の
教
育
に

は
、
そ
れ
だ
け
の
力
が
あ
る
の
で
す
ね
。
そ
し

て
、
こ
れ
か
ら
の
環
境
教
育
に
求
め
ら
れ
て

く
る
の
は
、
意
識
向
上
に
と
ど
ま
ら
な
い
行

※ 1 東京ガス都市生活研究所と住環境計画研究所が環境省「低炭素型の行動変容を促す情報発信
(ナッジ)等による家庭等の自発的対策推進事業」の一環として開発した省エネ教育プログラム。

秦野市立大根小学校の「サステナッジ教育」授業の様子

行動科学の知見を取り入れた を取り入れた 
環境教育環境教育

三神 彩子（みかみ　あやこ）
東京ガス株式会社 都市生活研究所 所長。博士

（人間生活学）。東京家政大学 非常勤講師。省
エネルギー行動に関し、主に住生活と食生活に
おける研究調査に長く携わる。「食生活からはじ
める省エネ & エコライフ」、「今日からはじめる
省エネ教育」等著書多数。

動
変
容
に
つ
な
が
る
教
育
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。行

動
科
学
を
取
り
入
れ
た

環
境
教
育
実
践

そ
ん
な
思
い
か
ら
生
ま
れ
た
の
が
「
サ
ス

テ
ナ
ッ
ジ
教
育
（
省
エ
ネ
教
育
）（
※
1
）」
で

す
。
環
境
省
の
実
証
事
業
と
し
て
、「
ナ
ッ
ジ

（
n
u
d
g
e
）」
や
「
行
動
変
容
ス
テ
ー
ジ
モ

デ
ル
」
等
の
行
動
科
学
の
知
見
を
取
り
入
れ

開
発
し
ま
し
た
。

「
行
動
変
容
ス
テ
ー
ジ
モ
デ
ル
」
は
、
健
康

改
善
や
栄
養
改
善
を
は
じ
め
様
々
な
分
野
で

応
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
が
行
動
を
変
え
る

際
に
は
「
無
関
心
期
」「
関
心
期
」「
準
備
期
」

「
実
行
期
」「
維
持
期
」
の
5
つ
の
ス
テ
ー
ジ

を
通
り
、
ス
テ
ー
ジ
ご
と
に
必
要
な
情
報
や

支
援
が
異
な
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、「
無
関
心
期
」
の
子
供
達
は

行
動
を
変
え
よ
う
と
思
っ
て
い
な
い
段
階
で
す

の
で
、
ま
ず
は
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
大
切
で
す
。「
関
心
期
」
は
、
行
動
を
変

え
よ
う
と
思
い
は
じ
め
た
段
階
で
、
よ
り
具

体
的
な
省
エ
ネ
行
動
の
方
法
を
伝
え
る
こ
と

行動変容ステージ 
行動変容ステージ モデルなどモデルなど
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が
効
果
的
で
す
。「
準
備
期
」
は
、
近
々
行
動

を
変
え
よ
う
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
目
標
の
設

定
や
行
動
変
容
の
た
め
の
コ
ー
チ
ン
グ
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
行
動
を
変
え
は
じ
め
た
も
し
く

は
継
続
で
き
て
い
る
「
実
行
期
」
や
「
維
持

期
」
の
子
供
達
に
は
、
継
続
し
て
い
く
た
め
の

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
や
フ
ォ
ロ
ー
が
大
切
に
な
っ

て
き
ま
す
。

サ
ス
テ
ナ
ッ
ジ
教
育
の

プ
ロ
グ
ラ
ム

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
1
回
45
～
50
分
の
授

業
を
1
週
間
に
1
回
、
6
週
間
通
し
て
行
っ

て
い
き
ま
す
。
授
業
ご
と
に
ス
テ
ー
ジ
が
一つ

ず
つ
上
が
っ
て
い
く
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

し
か
し
実
際
の
ク
ラ
ス
に
は
ス
テ
ー
ジ
の
異
な

る
子
供
達
が
い
ま
す
し
、
ス
テ
ー
ジ
を
上
が
っ

て
い
く
ス
ピ
ー
ド
も
異
な
り
ま
す
。
本
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
は
各
授
業
の
中
で
も
ス
テ
ー
ジ
の
違

い
を
加
味
し
た
情
報
提
供
や
支
援
を
盛
り
込

み
、
子
供
達
が
楽
し
み
な
が
ら
取
り
組
め
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

サステナッジ教育の概要
東京ガス佐生都市生活研究所 

「サステナッジ教育」ウェブサイト

秦野市立大根小学校で子供達が節電実験を行っている様子

日本初の
検証

-5.1％

かなりしている ややしている
あまりしていない していないどちらともいえない

0.0

（n＝287）

（p＝0.0014）
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教育前 教育1回目 教育2回目 教育3回目 教育4回目
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3 1 2 2

21

【東京都】
区立小学校6校
市立小学校3校
市立中学校1校
国立大付属中学校1校
私立中学校高等学校2校
私立大学2校

【神奈川県】
市立小学校2校
私立中学校高等学校1校
県立高等学校2校

【千葉県】
県立高等学校1校

【愛知県】
市立小学校1校
私立大学1校

【大阪府】
市立小学校1校
府立高等学校1校
私立中学校高等学校1校

【北海道】
国立大学付属小学校1校
私立中学校高等学校1校

【栃木県】
国立大学付属中学校1校

【群馬県】
県立高等学校1校

【沖縄県】
町立小学校3校
町立中学校2校
国立大学付属中学校1校

【福岡県】
市立小学校4校

【宮城県】
市立小学校1校

実践していた子どもの
95％が継続

73

40

52

64
52省

エ
ネ
行
動
実
施
率

サステナッジ教育の効果サステナッジ
教育の実施内容

ナッジなど行動科学の先進的な知見を踏まえ、
省エネ行動実践率向上や行動の持続を促す構成になっています。

エコ・クッキング＊の例

授業ステップごとの省エネ行動実施率の推移＊

電気とガスの使用に伴うCO2排出量＊

環境に配慮した省エネ行動を実施しているか＊

日本で初めて学校での省エネ教育が
家庭のCO2排出量に与える影響を定量的に検証しました。

全6回 6週間 家庭のCO2排出量

全国の学校での実証実績

省エネ行動実施率1回45分～50分／週

※①エコ・クッキング、②節水実験、③節電実験、
④省エネ行動トランプから1つ以上を選択

＊エコ・クッキングは東京ガス株式会社の登録商標です。

東京ガス都市生活研究所が開発したゲーミング教材

21％ 向上5.1％ 削減

半年、1年後も 継続

追加体験
学習

行動変容ステージモデルに基づき、
まずは関心のない子どもたちに
関心を持たせるところから始める

ナッジの知見を活用した
省エネ行動シールやデジタル教材を使い、

省エネ行動を促す

エコ・クッキングを体験し、
ガスの省エネ、節水、ごみ削減を体感する

新聞発表

調べ学習である新聞作成を通して、
自らの行動を宣言（コミットメント）する

機会を設定

【事前学習】
電気・ガス・水道のメーター読めるかな？

【課題発見学習】
地球環境と省エネはどんな関係？

【解決方法の検討と計画】
自分ができる省エネ行動はなんだろう？

【課題解決に向けた実践活動】
省エネ行動にチャレンジ!!  選択体験授業※

【実践活動の評価・改善】
持続可能な社会に向けて発信するぞ！

【事後学習】
自分の生活を振り返ろう！
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※行動平均・機器平均：「毎日の行動」 「機器の設定」に関する省エネ
行動各8項目の実施率平均値。全体は計16項目の平均値。

全国の小学校・中学校・高校等

43校  9,899人が参加
小学校・中学校・高等学校・教職課程等の大学生

2017年度～2020年度の合計

小学校 3,441人
中学校 2,526人
高等学校 2,944人
大学（短大含む） 988人

※CO2排出量 ：電気・ガス消費量×排出係数
ベース値 ：地域・エネルギー種別気温感応モデルに基づくベースライン推定値
メーター値 ：教育4回目の実測値

＊出典： 「省エネ教育推進による家庭部門の省エネ・CO2排出量削減の可能性
　－小中高等学校における省エネ教育効果の検証－」 日本家政学会誌（2022）

※対象：2019年度実証参加の小学校

具
体
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
６
週
間
に
わ
た
っ
て
実
施
と
い
う
と
、

ち
ょ
っ
と
大
変
だ
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
実
際
に
は
デ
ジ
タ
ル
教
材
を
使
い
な
が
ら

順
番
に
授
業
を
進
め
ま
す
の
で
、
教
育
現
場

で
も
先
生
方
が
簡
単
に
導
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

第
1
回
で
は
、
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
の
メ
ー

タ
ー
の
読
み
取
り
方
を
学
び
ま
す
。
省
エ
ネ

行
動
を
す
る
と
家
で
使
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
水

の
使
用
量
が
減
ら
せ
る
こ
と
を
計
測
し
て
確

認
し
て
い
き
ま
す
。

第
2
回
で
は
、
地
球
環
境
問
題
に
つ
い

て
学
び
ま
す
。
ど
う
し
て
一
人
ひ
と
り
の
省

エ
ネ
行
動
が
必
要
な
の
か
を
し
っ
か
り
考

え
、
自
分
で
深
堀
す
る
テ
ー
マ
を
決
め
て

新
聞
づ
く
り
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
さ
ら

に
、
風
呂
の
設
定
温
度
を
下
げ
る
等
の
簡
単

な
機
器
の
設
定
に
家
庭
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

き
ま
す
。

第
3
回
で
は
、
省
エ
ネ
行
動
項
目
を
増
や

し
、
テ
レ
ビ
を
見
て
い
な
い
と
き
は
電
源
を
消

す
、
シ
ャ
ワ
ー
を
使
う
時
間
を
５
分
以
内
に

す
る
等
、
毎
日
の
行
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

テキスト 
『今日からはじめる省エネ行動』



　行動変容を伴う環境教育を目指して

き
ま
す
。

第
4
回
で
は「
エ
コ・ク
ッ
キ
ン
グ（
※
2
）」、

「
節
水
実
験
」、「
節
電
実
験
」、「
省
エ
ネ
行

動
ト
ラ
ン
プ
」
の
中
か
ら
、
学
校
ご
と
に
１
つ

選
ん
で
体
験
し
ま
す
。
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
体

験
学
習
を
行
う
こ
と
で
家
庭
で
の
行
動
実
践

を
後
押
し
し
ま
す
。

第
5
回
で
は
、
計
測
し
た
デ
ー
タ
を
振
り

返
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
ま
と
め
た
新
聞
を
発

表
し
、
自
分
の
考
え
を
伝
え
る
だ
け
で
な
く
、

友
達
の
考
え
を
知
る
こ
と
で
理
解
を
深
め
ま

す
。

最
後
の
第
6
回
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
授
業

で
の
取
り
組
み
を
振
り
返
り
、
省
エ
ネ
行
動

を
継
続
す
る
大
切
さ
を
確
認
し
ま
す
。

成
果
と
評
価

2
0
1
7
年
か
ら
の
4
年
間
で
、
43
校
の

小
中
高
等
学
校
等
で
約
１
万
人
の
児
童
生
徒

に
対
し
て
教
育
を
実
施
し
ま
し
た
。
結
果
と

し
て
、
学
校
で
こ
の
教
育
を
行
う
こ
と
で
、

授
業
を
受
け
た
子
供
達
の
家
庭
で
C
O
2
が

5.1
％
削
減
で
き
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
省
エ
ネ
行
動
の
実
践
率
が
約

21
％
向
上
し
、
実
践
す
る
よ
う
に
な
っ
た
子

供
の
約
95
％
が
１
年
後
も
省
エ
ネ
行
動
を
継

続
で
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ

の
規
模
で
学
校
で
の
省
エ
ネ
教
育
が
家
庭
の

C
O
2
排
出
量
に
与
え
る
影
響
を
定
量
的
・

定
性
的
に
検
証
し
た
研
究
は
日
本
初
で
し
た
。

ま
た
、
2
0
2
3
年
か
ら
は
、
神
奈
川
県

秦
野
市
と
東
京
都
昭
島
市
で
本
教
育
の
自
治

体
単
位
で
の
導
入
が
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら

が
評
価
さ
れ
、
環
境
省
令
和
６
年
度
気
候
変

動
ア
ク
シ
ョ
ン
環
境
大
臣
表
彰
普
及
・
促
進

部
門
緩
和
分
野
で
大
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※ 2 エコ・クッキングは、環境のことを考え、「買い物」「調理」「食事」
「片づけ」を行うことです。東京ガスの登録商標です。
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【東京都】
区立小学校6校
市立小学校3校
市立中学校1校
国立大付属中学校1校
私立中学校高等学校2校
私立大学2校

【神奈川県】
市立小学校2校
私立中学校高等学校1校
県立高等学校2校

【千葉県】
県立高等学校1校

【愛知県】
市立小学校1校
私立大学1校

【大阪府】
市立小学校1校
府立高等学校1校
私立中学校高等学校1校

【北海道】
国立大学付属小学校1校
私立中学校高等学校1校

【栃木県】
国立大学付属中学校1校

【群馬県】
県立高等学校1校

【沖縄県】
町立小学校3校
町立中学校2校
国立大学付属中学校1校

【福岡県】
市立小学校4校

【宮城県】
市立小学校1校

実践していた子どもの
95％が継続

73

40

52

64
52省

エ
ネ
行
動
実
施
率

サステナッジ教育の効果サステナッジ
教育の実施内容

ナッジなど行動科学の先進的な知見を踏まえ、
省エネ行動実践率向上や行動の持続を促す構成になっています。

エコ・クッキング＊の例

授業ステップごとの省エネ行動実施率の推移＊

電気とガスの使用に伴うCO2排出量＊

環境に配慮した省エネ行動を実施しているか＊

日本で初めて学校での省エネ教育が
家庭のCO2排出量に与える影響を定量的に検証しました。

全6回 6週間 家庭のCO2排出量

全国の学校での実証実績

省エネ行動実施率1回45分～50分／週

※①エコ・クッキング、②節水実験、③節電実験、
④省エネ行動トランプから1つ以上を選択

＊エコ・クッキングは東京ガス株式会社の登録商標です。

東京ガス都市生活研究所が開発したゲーミング教材

21％ 向上5.1％ 削減

半年、1年後も 継続

追加体験
学習

行動変容ステージモデルに基づき、
まずは関心のない子どもたちに
関心を持たせるところから始める

ナッジの知見を活用した
省エネ行動シールやデジタル教材を使い、

省エネ行動を促す

エコ・クッキングを体験し、
ガスの省エネ、節水、ごみ削減を体感する

新聞発表

調べ学習である新聞作成を通して、
自らの行動を宣言（コミットメント）する

機会を設定

【事前学習】
電気・ガス・水道のメーター読めるかな？

【課題発見学習】
地球環境と省エネはどんな関係？

【解決方法の検討と計画】
自分ができる省エネ行動はなんだろう？

【課題解決に向けた実践活動】
省エネ行動にチャレンジ!!  選択体験授業※

【実践活動の評価・改善】
持続可能な社会に向けて発信するぞ！

【事後学習】
自分の生活を振り返ろう！
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※行動平均・機器平均：「毎日の行動」 「機器の設定」に関する省エネ
行動各8項目の実施率平均値。全体は計16項目の平均値。

全国の小学校・中学校・高校等

43校  9,899人が参加
小学校・中学校・高等学校・教職課程等の大学生

2017年度～2020年度の合計

小学校 3,441人
中学校 2,526人
高等学校 2,944人
大学（短大含む） 988人

※CO2排出量 ：電気・ガス消費量×排出係数
ベース値 ：地域・エネルギー種別気温感応モデルに基づくベースライン推定値
メーター値 ：教育4回目の実測値

＊出典： 「省エネ教育推進による家庭部門の省エネ・CO2排出量削減の可能性
　－小中高等学校における省エネ教育効果の検証－」 日本家政学会誌（2022）

※対象：2019年度実証参加の小学校

電気とガスの使用に伴う CO2 排出量

東京ガス都市生活研究所「サステナッジ教育」ウェブサイト
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教
育
を
受
け
た
子
供
達
か
ら
は
、「
家
族

と
一
緒
に
省
エ
ネ
行
動
を
し
て
地
球
温
暖
化

を
防
ご
う
と
思
い
ま
し
た
。」、「
自
分
が
省
エ

ネ
行
動
を
始
め
て
い
き
、
少
し
ず
つ
周
り
の

人
に
伝
え
て
い
け
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。」

と
い
っ
た
前
向
き
な
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
教
育
を
受
け
た
小
学
生
の
保
護
者

か
ら
も
、「
親
子
で
省
エ
ネ
に
つ
い
て
話
す
こ

と
が
増
え
ま
し
た
。」、「
子
供
が
家
で
省
エ
ネ

行
動
に
す
す
ん
で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。」

等
の
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

持
続
可
能
な
社
会
に
向
け
て

気
候
変
動
問
題
が
深
刻
化
す
る
中
、
今
の

そ
し
て
未
来
の
子
供
達
の
生
活
を
守
る
た
め

に
、
行
動
に
つ
な
が
る
教
育
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
自
治
体
や
学
校

等
で
広
く
活
用
さ
れ
、
今
後
の
気
候
変
動
問

題
の
緩
和
と
子
供
一
人
ひ
と
り
が
持
続
可
能

な
社
会
の
望
ま
し
い
選
択
が
で
き
る
人
材
へ
育

つ
一
助
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。「
１
人
の
100
歩

よ
り
、
100
人
の
１
歩
」。
ぜ
ひ
多
く
の
方
と

ご
一
緒
に
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。


